
▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
６
４
５
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
83
億
９

５
８
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
内
容
は
、
玉
葱
集
出
荷
貯
蔵
施
設

整
備
事
業
補
助
金
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
69
万
１
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
20
億
１
８
６
０
万

１
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
対
策
な

ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議会の動き

　平成 29 年第 6 回栗山町議会定例
会で次の議案が審議され、全て可
決・同意されました。
　　　　　　　　（12 月 12 日開会）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
69
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
億
１
４
９
６
万
１

千
円
と
す
る
も
の
で
、
内
容
は
、
本

年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

の
補
正
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
０
５
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
14
億
２
５
４
６
万
２

千
円
と
す
る
も
の
で
、主
な
内
容
は
、

介
護
保
険
法
改
正
に
対
応
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
５
２
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
２
億
１
５
７
万
６

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
の
額
の
確
定
な
ど
に
伴
う
補
正

で
す
。

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
不
足
す
る
額
３
億
８
６
１
万
７

千
円
を
３
億
８
７
８
万
８
千
円
に
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
及
び

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
３
億

１
４
０
万
１
千
円
を
３
億
１
５
７
万

２
千
円
に
、
当
年
度
分
消
費
税
等
資

本
的
収
支
調
整
額
７
２
１
万
６
千
円

を
７
２
２
万
９
千
円
に
改
め
、
個
別

排
水
処
理
施
設
事
業
資
本
的
支
出
で

17
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

２
２
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、

補
正
の
内
容
は
、
個
別
排
水
処
理
施

設
事
業
の
設
置
工
事
に
係
る
費
用
の

追
加
で
す
。

▼
栗
山
町
ふ
る
さ
と
福
祉
基
金
条
例

平
成
21
年
４
月
に
佐
野
力
氏
よ
り
寄

附
を
受
け
ま
し
た「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」

の
財
産
処
分
に
伴
う
収
入
を
原
資
と

し
て
、
障
が
い
者
福
祉
の
増
進
を
目

的
に
、
町
内
で
事
業
活
動
を
行
う
民

間
事
業
所
及
び
関
係
団
体
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
３
件
は
、
平
成
29
年
８
月
の
人

事
院
勧
告
に
お
い
て
給
料
な
ど
を
引

き
上
げ
る
勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
関
係
部
分
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

「
地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与

税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
関
係
部
分
の
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

水
道
料
金
に
係
る
使
用
を
中
止
し
た

場
合
に
発
生
す
る
休
止
中
料
金
に
つ

い
て
、
基
本
料
金
と
の
均
衡
が
損
な

わ
れ
る
事
案
が
生
じ
て
お
り
、
是
正

を
図
る
こ
と
か
ら
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
中
川

昇
氏
（
朝
日
３
）
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
29
年
12
月
22
日
か

ら
平
成
33
年
12
月
21
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
喜
多
村

正
子
氏
（
継
立
）
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

▼
「
産
地
交
付
金
」
の
満
額
交
付
な
ど

を
求
め
る
意
見
書

　

以
上
１
件
は
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁

に
提
出
さ
れ
ま
す
。

諮
　
問

意
見
書

議    

案

山内道昭さん（中央 4）

危
険
業
務
従
事
者

叙
勲 叙
勲
・
表
彰
　
功
績
を
た
た
え
て

北
海
道
社
会
貢
献
賞

善
行
表
彰

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
元
南
空
知

消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課
長
の
山
内

道
昭
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

を
受
章
し
ま
し
た
。

　

山
内
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
臨
時
消

防
士
と
な
り
、
以
来
、
平
成
20
年
ま
で

の
36
年
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
業
務
に

従
事
。
本
町
の
消
防
行
政
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
内
さ
ん
は
「
今
回
の
受
章
は
職
場

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

今
後
も
微
力
な
が
ら
ま
ち
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

長
岡
外
科
整
形
外
科
医
院
院
長
の
長

岡
淳
一
さ
ん
が
、
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労
者
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

長
岡
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
に
栗
山
赤

十
字
病
院
に
勤
務
以
来
、
本
町
の
地
域

医
療
に
尽
力
。
平
成
７
年
か
ら
現
在
ま

で
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
岡
さ
ん
は
「
長
年
務
め
て
い
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
だ
と
思
い
ま

す
。
誕
生
日
と
重
な
り
、
忘
れ
ら
れ
な

い
日
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
健
康
に

気
を
つ
け
て
患
者
を
診
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

い
る
藤
田
敦
子
さ
ん
が
、
町
か
ら
善
行

表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
栗
山

更
生
保
護
女
性
会
の
会
員
・
役
員
と
し

て
、
地
域
の
犯
罪
や
非
行
防
止
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
役
員
と
し

て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
田
さ
ん
は
「
今
回
の
受
賞
は
ひ
と

え
に
多
く
の
人
の
支
え
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
は
、
こ
の
賞
を
心
の
支
え
と

し
て
皆
さ
ん
の
役
に
立
ち
続
け
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

長岡淳一さん（中央 3）

（左）藤田敦子さん（角田）
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寄贈者
（佐野氏）

栗山町
ふるさと
福祉基金

基金運営委員会
（審査・判定）

【居住系事業所】
既存施設の一部改修

（グループホーム改修）
【通所系事業所】

通所作業工賃の向上に
資する設備投資

【障がい者関係団体】
事業に要する備品購入
（団体運営費は除く）

平成 21 年 4 月
建物・土地を寄贈

運用状況を広く町民などに情報公開

活用のイメージ【基金（助成事業）の概要】

助成

助成

助成

ロッジ栗の木
売却収入

（約 3,500 万円）

積み立て

情報提供
（運用状況）

　
「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」（
中
央
２
）
は
、

平
成
16
年
４
月
に
、
元
日
本
オ
ラ
ク
ル

株
式
会
社
社
長
で
本
町
出
身
の
佐
野
力

さ
ん
が
私
財
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
主
用
途
を
ホ
テ
ル
と
し
た
、
二

階
建
て
鉄
骨
造
の
建
物
（
延
床
面
積
約

３
６
０
㎡
）
で
す
。

　

平
成
21
年
４
月
に
、
佐
野
さ
ん
よ
り

町
に
建
物
と
土
地
の
寄
贈
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
受
け
入
れ
な

ど
の
一
時
的
な
滞
在
施
設
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
有
効

活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
６
月
に
、
町
内
で
福
祉
事

業
を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社
ク
オ
ス

（
今
井
晃
代
表
取
締
役
）
か
ら
「
障
が

い
者
福
祉
の
た
め
に
施
設
を
活
用
し
た

い
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
寄
附
者
で
あ

る
佐
野
さ
ん
の
意
向
も
踏
ま
え
て
検
討

を
重
ね
た
結
果
、
町
議
会
定
例
会
で
の

議
決
を
経
て
平
成
29
年
10
月
に
財
産
の

処
分
（
売
却
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」
を
購
入
し
た
事

業
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
利
活
用
を
考

え
て
い
ま
す
。

①
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
児
童
へ
の
療
育

支
援
（
通
所
事
業
所
の
開
設
）

②
障
が
い
者
が
就
労
す
る
地
域
食
堂

（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
の
開
設

③
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　

特
に
、児
童
へ
の
療
育
支
援
事
業
は
、

年
々
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、

町
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
の
取
り
組
み
も
地
域
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
利

活
用
に
よ
り
、「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」
が

障
が
い
児
・
者
の
自
立
を
支
援
し
、
地

域
住
民
と
交
流
で
き
る
拠
点
施
設
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」
の
売

却
に
よ
る
収
入
（
約
３
５
０
０
万
円
）

を
原
資
と
し
て
「
栗
山
町
ふ
る
さ
と
福

祉
基
金
」
を
新
設
し
、
障
が
い
者
福
祉

の
充
実
に
寄
与
す
る
民
間
事
業
所
、
関

係
団
体
の
事
業
活
動
を
積
極
的
に
支
援

（
助
成
）
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
福
祉
分
野
は
、
平
成
18
年

以
降
、
障
害
者
自
立
支
援
法
を
は
じ
め

法
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
依
然

と
し
て
地
方
と
都
市
圏
で
は
、
事
業
所

の
数
や
就
労
環
境
な
ど
の
格
差
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
町
は
、
こ
の
基
金
の
有

効
活
用
に
よ
り
、
障
が
い
者
に
対
す
る
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「ロッジ栗の木」 の利活用
障がい者が活躍する地域福祉の拠点づくり

生
活
支
援
や
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
基
金
運
用
の
た
め
の
要
綱
を

整
備
し
、
平
成
30
年
度
の
事
業
か
ら
助

成
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

現
在
検
討
し
て
い
る
助
成
メ
ニ
ュ
ー

①
障
が
い
児
の
療
育
支
援
体
制
の
充
実

に
寄
与
す
る
事
業

②
障
が
い
児
・
者
の
地
域
生
活
環
境
の

充
実
に
寄
与
す
る
事
業

③
障
が
い
児
・
者
の
就
労
環
境
・
社
会

参
加
の
充
実
に
寄
与
す
る
事
業

④
障
が
い
に
対
す
る
町
民
の
理
解
・
意

識
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業

寄　

稿　
　
　

佐
野　

力

　

こ
の
た
び
、
栗
山
町
役
場
よ
り
新

た
な
「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」
の
活
用
案

を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
９
年
前
に
栗
山
町

に
１
７
０
坪
の
土
地
と
と
も
に
私
が

寄
附
し
た
も
の
で
す
。
今
は
町
が
普

通
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い
る
も
の

で
す
の
で
、
特
に
今
更
、
私
が
と
や

か
く
言
う
こ
と
は
無
い
の
で
す
が
、

と
て
も
「
良
い
企
画
」
で
す
の
で
、

一
言
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」
は
、
栗
山
町

三
区
に
あ
り
ま
し
た
「
佐
野
写
真

館
」
を
取
り
壊
し
て
、
新
た
に
町
民

の
文
化
的
な
会
合
や
憩
い
の
場
所
と

し
て
、
兄
や
姉
の
希
望
に
沿
っ
て
建 

設
し
ま
し
た
。
設
計
、施
工
管
理
は
、

都
内
の
設
計
事
務
所
で
一
級
建
築
士

だ
っ
た
長
男
が
、
三
笠
市
の
武
部
建

設
に
依
頼
し
て
平
成
16
年
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

イ
メ
ー
ジ
は
大
正
モ
ダ
ン
を
意
識

し
て
、小
林
酒
造
の
レ
ン
ガ
の
酒
蔵
、

王
子
製
紙
の
迎
賓
館
を
参
考
に
し
ま

し
た
。
木
材
は
北
海
道
の
カ
ラ
松
、

エ
ゾ
松
を
使
い
ま
し
た
。

　

一
階
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
サ
ロ
ン

「
ロ
ッ
ジ
栗
の
木
」

売
却
に
至
る
経
緯

栗
山
町
ふ
る
さ
と
福
祉
基
金

（
助
成
事
業
）の
創
設

今
後
の
利
活
用
の
計
画

や
光
の
入
る
広
い
食
堂
に
は
、
町
の

工
業
団
地
産
の
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
を

使
い
ま
し
た
。
夜
、
星
の
見
え
る
大

浴
場
（
４
人
～
５
人
）
で
は
、
幻
想 　
　

的
な
気
分
に
な
れ
ま
し
た
。

　

建
築
完
成
の
翌
年
に
兄
が
急
逝
、

姉
も
入
院
と
な
り
、
９
年
前
に
町
に

寄
附
し
て
か
ら
は
夏
休
み
期
間
に

小
・
中
学
生
が
団
体
で
、
合
宿
に
利

用
す
る
程
度
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
「
福
祉
事
業
支
援
」

は
ま
さ
に
、
今
は
亡
き
兄
や
姉
が

願
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
に
や
さ
し
い
ま
ち
と
し
て
、
全
国

で
有
名
に
な
る
く
ら
い
の
活
用
を
し

て
い
た
だ
き
た
く
願
っ
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
16
年　

栗
山
町
生
ま
れ

昭
和
34
年　

栗
山
高
校
卒
業

昭
和
38
年　

小
樽
商
科
大
学
卒
業
、

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
入
社
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
北
京
勤
務

平
成
２
年　

日
本
オ
ラ
ク
ル
社
長

平
成
12
年　

東
証
一
部
上
場

平
成
13
年　

日
本
オ
ラ
ク
ル
退
社
、

白
樺
文
学
館
オ
ー
ナ
ー
（
今
は
我

孫
子
市
に
寄
贈
）

　平成 29 年第 6 回議会定例会で、「ロッ
ジ栗の木」の財産処分に伴う収入を原資
とする「栗山町ふるさと福祉基金条例」
が制定されました。
　今号では、その詳細についてお知らせ
します。



高
齢
者
実
態
調
査

（
調
査
の
概
要
）

◆
対
象
者

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定

（
要
介
護
１
～
５
）
を
受
け
て
い
な

い
在
宅
高
齢
者　

３
９
７
０
人

◆
調
査
期
間　

平
成
29
年
２
月
～
３
月

◆
内　

容

　

現
在
の
生
活
や
健
康
状
態
、
地
域
で

の
活
動
な
ど
を
郵
送
に
よ
り
調
査

◆
回
収
数
と
回
答
率

　

回
収
数　

２
８
２
３
人

　

回
収
率　

71
・
１
％

約
６
割
が
高
齢
者
の
み
の
世
帯

　
年
齢
は
、「
65
～
69
歳
」
が
26
・４
％
、

次
い
で
「
75
～
79
歳
」
が
23
・
７
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
構
成
は
、「
一
人
暮
ら
し
」と「
夫

婦
２
人
暮
ら
し
（
配
偶
者
65
歳
以
上
）」

を
合
わ
せ
た
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

転
倒
・
う
つ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
は
、「
転

倒
リ
ス
ク
が
あ
る
」「
う
つ
傾
向
が
あ

る
」
が
３
割
、「
閉
じ
こ
も
り
傾
向
が

あ
る
」
が
２
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
・
介
助
が
必
要
に
な
っ
た
原
因

と
し
て
は
、「
高
齢
に
よ
る
虚
弱
」
が

最
も
高
く
、
次
い
で
「
骨
折
・
転
倒
」

「
心
臓
病
」「
関
節
の
病
気
（
リ
ウ
マ
チ

な
ど
）」「
糖
尿
病
」
が
上
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

加
齢
に
伴
い
増
加
す
る
ロ注

１

コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
生
活
習
慣
病
と
そ

の
重
症
化
の
予
防
が
必
要
で
す
。

誰
か
と
食
事
を
す
る
機
会
を

　

誰
か
と
食
事
を
す
る
機
会
が
あ
る
か

に
つ
い
て
は
「
月
に
何
度
か
あ
る
」「
年

に
何
度
か
あ
る
」「
ほ
と
ん
ど
な
い
」

を
合
わ
せ
る
と
４
割
を
超
え
て
い
ま

す
。高
齢
者
が
１
人
で
食
事
を
す
る「
孤

食
」
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
や

す
く
、
食
へ
の
関
心
も
薄
く
な
り
、
フ注

2

レ
イ
ル
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
、
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
す
。

認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

物
忘
れ
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
方
は

約
５
割
で
あ
り
、
多
く
の
方
が
物
忘
れ

が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症

ま
た
は
、
そ
の
予
備
軍
と
言
わ
れ
、
高

齢
化
に
伴
い
、
さ
ら
に
増
加
し
ま
す
。

認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活
を
送
る
た

め
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
運
動
や

趣
味
活
動
、
人
と
の
交
流
、
家
庭
や
地

域
で
役
割
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

安
心
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

か
を
把
握
す
る
た
め
、「
栗
山

町
高
齢
者
実
態
調
査
・
在
宅

介
護
実
態
調
査
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

調
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
平
成
30
年
か

ら
の
「
第
７
期
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
策
定
の
た
め
の
資
料

と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
今

後
の
よ
り
よ
い
高
齢
者
福
祉
・

地
域
医
療
を
推
進
す
る
た
め

に
活
用
し
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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※注 1「ロコモティブシンドローム」とは、骨、関節、軟骨、筋肉といった運動器のいずれか、あるいは複数に障がいが起こり「立
つ」「歩く」といった機能が低下している状態をいいます。

※注 2「フレイル」とは、高齢になることで筋力や精神面が衰える状態をいいます。

85 歳以上

80 ～ 84 歳

70 ～ 74 歳 75 ～ 79 歳

65 ～ 69 歳
11.0％

17.3％

21.6％

26.4％

23.7％

図 1　年齢
合計（ｎ＝ 2823）

夫婦 2人暮らし

無回答

その他

息子・娘
との 2世帯 一人暮らし

夫婦 2人暮らし

43.9％
（配偶者 65 歳以上）

20.2％

43.9％
（配偶者 64 歳以下）

14.2％

10.5％

6.8％

図 2　家族構成
合計（ｎ＝ 2823）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

低栄養である

運動機能が低下している

口腔機能が低下している

閉じこもり傾向がある

うつ傾向がある

転倒リスクがある 37.7％

34.6％

24.9％

23.1％

17.1％

4.8％

図 3　要介護状態になるリスク
合計（ｎ＝ 2823）

0％ 5％ 10％ 15％

がん

脳卒中（脳出血・脳梗塞など）

糖尿病

関節の病気（リウマチなど）

心臓病

骨折・転倒

高齢による衰弱 13.9％

11.4％

11.1％

9.0％

7.2％

6.2％

6.2％

図 4　介護・介助が必要となった原因
上位 5 項目　合計（ｎ＝ 568）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

無回答

ほとんどない

週に何度かある

年に何度かある

月に何度かある

毎日ある 44.7％

19.7％

16.9％

6.8％

6.8％

5.0％

図 5　誰かと食事をする機会があるか
合計（ｎ＝ 2823）

無回答

いいえ

はい
48.4％

46.1％

5.5％

図 6　物忘れが多いと感じるか
合計（ｎ＝ 2823）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

学習・教養サークル

収入のある仕事

ボランティア

スポーツ関係

趣味関係

老人クラブ

町内会・自治会 38.3％

27.0％

24.7％

18.1％

17.1％

17.0％

7.3％

図 7　地域活動の参加状況
参加していない・無回答を除く月 1 回以上の参加合計割合

地
域
の
集
ま
り
に
積
極
的
に
参
加
を

　

参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
は
「
町
内

会
・
自
治
会
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
老
人
ク
ラ
ブ
」「
趣
味
関
係
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
月
１
回
以
上
参
加
す
る

活
動
が
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
活
躍
で
き

る
場
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

【グラフの見方】
　グラフに記載している「ｎ値」
は、集計に用いた母数を表してい
ます。ｎ値に個別の選択肢の割合

（％）を掛け合わせると、回答者
の人数がわかります。

高
齢
者
実
態
調
査
・

　
　
　
在
宅
介
護
実
態
調
査
結
果
報
告

ボランティアが活躍！
　　　　　　「継立地域食堂」

高齢者実態調査・在宅介護実態調査結果報告



　

家
族
や
、
友
人
以
外
で
相
談
す
る
相

手
は
「
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い
」「
医

師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師
」
が
約
２
割
、

次
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
役

場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
役
場
内
）

な
ど
の
相
談
窓
口
周
知
や
相
談
機
能
を

強
化
し
、
相
談
相
手
が
い
な
い
高
齢
者

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

在
宅
介
護
実
態
調
査

（
調
査
の
概
要
）

◆
対
象
者
お
よ
び
回
答
者
数

在
宅
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
（
新
規
・
入
院
・
施
設

な
ど
は
除
く
）
の
う
ち
、更
新
申
請
・

区
分
変
更
申
請
に
伴
う
調
査
を
受

け
た
方　

１
６
７
人

◆
調
査
期
間　

平
成
29
年
４
月
～
９
月

◆
内　

容

家
族
介
護
の
実
態
、
家
族
介
護
者
就

労
状
況
な
ど
を
認
定
調
査
員
に
よ

り
聞
き
取
り

介
護
者
は
働
く
年
代
や
高
齢
者

　

本
人
の
世
帯
構
成
は
、「
一
人
暮
ら

し
」「
夫
婦
２
人
暮
ら
し
」
を
合
わ
せ

る
と
約
半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
介
護
者
と
本
人
と
の
関
係
は
、　

「
子
」「
配
偶
者
」「
子
の
配
偶
者
」
で

ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
人
の
声
か
け
・
見
守
り
が
大
切

（
身
近
な
相
談
相
手
）

　

心
配
事
や
愚
痴
を
聞
い
て
く
れ
る
人

は
、「
配
偶
者
」「
別
居
の
子
ど
も
」「
友

人
」「
兄
弟
姉
妹
・
親
戚
・
親
・
孫
」「
同

居
の
子
ど
も
」
の
順
に
多
く
、
合
わ
せ

る
と
約
７
割
と
な
り
、
家
族
や
身
近
な

人
が
相
談
相
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
心
配
事
を
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
に
生
活
す
る
こ
と
は
、
う
つ
予
防

や
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
の
声

か
け
や
見
守
り
が
大
切
で
す
。

（
相
談
機
関
）
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主
な
介
護
者
の
年
齢
は
、「
50
代
」

「
60
代
」
の
働
き
盛
り
の
年
代
が
約
６

割
で
あ
り
、「
70
代
」「
80
歳
以
上
」
の

高
齢
者
が
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
者
を
支
え
る
た
め
に

　

主
な
介
護
者
が
不
安
に
感
じ
る
介
護

は
、「
認
知
症
状
へ
の
対
応
」「
外
出
先

の
付
き
添
い
、送
迎
等
」「
屋
外
の
移
乗
・

移
動
」
の
順
に
高
く
、
各
項
目
で
２
割

を
超
え
て
い
ま
す
。

在
宅
実
態
調
査
ま
と
め

　

働
き
盛
り
世
代
に
よ
る
介
護
や
、
高

齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
「
老
々
介

護
」
の
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
者
の
不
安
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
不
安
や
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
生

活
を
支
え
る
た
め
に
は
、
家
族
支
援
と

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」

に
向
け
て
、
介
護
に
対
す
る
社
会
的
な

理
解
・
普
及
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
町
保
健
福
祉
課

　

高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
５
５

その他

夫婦 2人
暮らし

一人暮らし

50.3％

27.5％

22.2％

図 10　世帯構成
合計（ｎ＝ 167）

0％ 20％ 40％ 60％

その他

孫

兄弟・姉妹

子の配偶者

配偶者

子 55.2％

25.8％

15.3％

1.2％

1.2％

1.2％

図 11　主な介護者と本人の関係
合計（ｎ＝ 163）

わからない

80 歳以上

70 代

60 代

50 代

40 代

30 代20 代1.3% 0.6%
1.2%

6.1%

28.8%

33.7%

16.0%

12.3%

図 12　主な介護者の年齢
合計（ｎ＝ 163）

0％ 5％ 15％ 25％

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

服薬

屋外の移乗・移動

外出先の付き添い、送迎等

認知症状への対応 24.5％

22.1％

20.2％

13.5％

12.9％

8.6％

図 13　介護者が不安に感じる介護
上位 5 項目　合計（ｎ＝ 162）

0％ 5％ 15％ 25％

ケアマネジャー

その他

社会福祉協議会・民生委員

町内会・自治会・老人クラブ

地域包括支援センター・役場
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図 9　家族や友人、知人以外の相談相手
合計（ｎ＝ 3174）
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図 8　心配事や愚痴を聞いてくれる人
合計（ｎ＝ 5509）
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認知症の方や、その家族と地域住民との交流の場と
なっている「オレンジカフェ」

高齢者実態調査・在宅介護実態調査結果報告


